
令和７年度 第六次釜石市総合計画・実施計画（令和８年度～令和 10 年度） 

 

１．事業の概要等 

事務事業名 釜石港振興事業 

政策 
未来をつくる人と産業が育つまち/釜石港の流通拠点

化 
担当課 企業立地港湾課 

施策① 釜石港の利用拡大と機能強化 電話番号 27-8425 

施策② コンテナ物流の拡大 ハード・ソフト ソフト 

重点プロジェクト 人材育成と産業の振興 新規・継続 継続 

５つの柱 産業の振興 補助・単独 単独 

事業期間 平成 22 年度～令和 10 年度 

事業の概要 
奨励金制度を活用し、専門的アドバイザーの知見も得ながら、荷主や船会社等へコンテナ物流の促進や RORO 船定
期航路開設に向けたポートセールスを実施することで、より便利で使いやすい港づくりを進め、釜石港の物流機能
向上による地域経済の活性化につなげるもの。 

２．現状・課題及び目的 

現状・課題 
 市内総人口の減少や少子高齢化の進行に歯止めがかからない今日、少なからずこの状況が市民の夢と希望を奪い
続けているものと思われる。 
 市内総人口の減少や少子高齢化の進行を運命として受け入れるか、または、運命と決めつけずこれに抗い、震災
後に機能増強が図られた道路や港湾、貿易ツールなどの手段を活かして地域に活力を呼び込むか、攻めか守りかの
ベクトルを示しつつ、市民の将来への不安を払拭する必要がある。 

目的 
 震災後、釜石港にコンテナ定期航路が生まれ、成長を続ける昨今、背後圏では復興道路、復興支援道路が全線開
通し、釜石港の地理的優位性は格段に向上しており、この魅力を武器に、外部からの資本投下を誘発させ、雇用の
場の確保、定住促進へと導くため、この中核をなすコンテナ物流等の促進に全力を挙げて取り組む。 

３．主な活動及び事業費 

主な活動 
・荷主企業、物流会社、船社等へのポートセールス 
・国際コンテナ戦略アドバイザーの委嘱 
・釜石港コンテナ航路関係奨励金 

事業費 

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 

65900 千円 65900 千円 65900 千円 

４．評価結果 

妥当性 有効性 効率性 公平性 

適切 見直し余地あり 適切 適切 

評価結果 
本事業は、コンテナ物流の拡大に向けて重要な取組である一方、奨励金制度に係る財政負担の増大が課題となって
いる。 
引き続き、関係団体等と協議・連携しつつ、制度の適正化を図りながら、港湾振興を着実に推進されたい。 

 


